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＊愛知県＊

＊豊明市＊

［通年議会の取組みについて］

・基本条例も含め、先進地事例等の情報収集を行い、それを参考にして案を練った。

・基本的には、従来の議会のままをなるべく踏襲している。

・緊急議会を開くにあたり、市長の施策に対して、色々情報収集し勉強した。議員が

　元気になった。

・通年議会の実施にあたっては、市長部局との調整が一番難しい。

［議会報告会の取組みについて］

・初年度は動員をかけなかったが、今年度は動員をかけてでも市民の方に来ていただ

　き、市議会の活動を知ってもらうようにした。

（※全国市議会フォーラムで聞いた内容により変更した。）

・報告会後テーマを決めずに意見交換をしたが収集がつかなかったので、今年は特定

　の団体の方（福祉団体等）を各委員会が調整し、パネルディスカッションを行った。

　要望等で政策提案に繋がることは、議会で取り上げる。

・色々先進地に行き、議会報告会をどのようにされているかを聴きながら行っている

　のが実状。

・計画、資料の作成から運営まで、ほとんど議員で実施している。

行政視察の

実施について

　南丹市議会議員の管外行政視察は、従来の慣例だからということで行っているわけでは

ない。市民が納めておられる貴重な税金を使わせていただき実施しているという意識を強

く持ち、活きた行政視察研修・有益な研修とすべく実施している。

　議会活性化対策特別委員会では、行政視察を実施するにあたり、調査目的や調査内容等

の議論（勉強）を行う事前研修は基より、行政視察後に知見したことの確認の場を持ち、

身のある成果となるように取組みを進めることとした。

　また、市民から問い合わせ等があっても、説明責任が果たせ、研修の必要性を論じるこ

とができる研修となっている。費用対効果も含め研修の成果として、今後の議員活動に活

かし、市民のためになるよう繋げていくよう心がける。

愛知県 豊明市 愛知県 小牧市

視　察　日

Ｈ２６．１０．２２（水） Ｈ２６．１０．２３（木）

午後２時　～　午後４時 午前１０時　～　正　午

調 査 事 項

・通年議会の取組みについて ・委員会中継の取組みについて

・議会報告会の取組みについて ・市民との意見交換会の取組みについて

行 政 視 察 報 告 書

議会活性化対策特別委員会

視察委員名

　　松尾　武治

　　野村　　健

委　　　 員

　　橋本　尊文

　　小中　　昭



　［視察研修の様子：愛知県豊明市議会にて］　　　　［視察研修の様子：愛知県小牧市議会にて］

行政視察を

終えて

　議会活性化対策特別委員会において、今日まで取り組んできたことを基に、今回の行政

視察でご教示いただいたことを参考にさせていただき、議員全員の意見を聴きながら、南

丹市議会の更なる改革に取り組んでいく。

　下記項目等を整理しながら、今後取り組んでいくこととする。

　＊調査結果について議論する。

　＊調査先にて見聞し、どのような知識を得ることができたのか。

　＊行政視察をどのように議会活動に活かすのか。

　＊所管事務調査にどのように反映させるのか。

［委員会中継の取組みについて］

　※委員会室に移動して委員席に座り、体験しながら説明を受けた。

・天井に設置した２台のカメラで写し、インターネットのライブ中継で流れている。

　発言者のマイク操作を端末で行い、その方のマイクがオンになるとカメラが自動で

　動く形である。ただし、カメラがハイビジョンの高画質で容量が大きいで、デジタ

　ルからアナログに変換してから配信する。

・答弁席には、要求ボタンがあり、答弁者が操作すると映る。

・委員会室は１室しかないので、２つ以上の委員会を同時に行うことはできない。

・委員長等の選任時だけは、委員控室で同時に実施した。※この時は、ライブ中継が

　できない。

視察先から

教示いただ

いたこと

＊愛知県＊

＊小牧市＊

［市民との意見交換会の取組みについて※小牧市：市民の意見を聴く会］

・平成２４年度と平成２５年度は、会場全体で意見を聴く手法で行ったが、今年度は、

　なるべく多くの方から意見を聴くため、テーマごとの４つのブースに分かれて市民

　の意見を聴いた。

・市内４会場で行い、１部は議会法報告会で２部は市民の意見を聴く会とした。

・報告については、当初５人（各委員会１人）で行っていたが、今年度は報告者１人と

　した。

　※市民の方は、４つのブースを自由に行き来できるようにした。

　※意見を記載した付箋紙をホワイトボードに貼り、どんな意見が出たか分かるように

　　した。

・土曜日と日曜日の昼間に実施した。（時間に余裕のある年代の方の参加が圧倒的に多

　い。）




